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研究成果の概要（和文）：糖尿病網膜症(DR)患者を対象に、複数の網膜スキャン間時間設定で光干渉断層血管撮
影(OCTA)を行い、従来撮影では検出できなかった血流の遅い網膜血管構を描出・評価することで、DR診療におけ
る有用な知見を探索した。撮影で得たOCTA画像を画像解析ソフトを用い解析 し、 血流の遅い網膜血管の検出や
形態的特徴の解析、その分布や量を評価を行った。また、それらの研究成果を英語論文にまとめ発表した。

研究成果の概要（英文）：In patients with diabetic retinopathy (DR), optical coherence tomography 
angiography (OCTA) was performed with multiple retinal scan time settings to visualize and evaluate 
retinal vascular structures with slow blood flow that could not be detected by conventional imaging,
 in order to explore useful findings for DR treatment. The OCTA images obtained from the imaging 
were analyzed using image analysis software to detect retinal vessels with slow blood flow, analyze 
their morphological characteristics, and evaluate their distribution and quantity. The results of 
this research were then published in an English paper.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
複数の網膜スキャン間時間設定を用いて光干渉断層血管撮影(OCTA)撮影することで、糖尿病網膜症の早期診断や
正確な病期判定に有用である可能性が示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

近年、網膜灌流評価のための新たな眼底撮影 機器として光干渉断層血管撮影(Optical Coherence 

Tomography Angiography:OCTA)が開発され、将来の眼科診療のスタンタードとなることが期待

されている。しかしながら光干渉断層血管撮影はその基本原理から、検出閾値を下回る遅い血

流の血管は描出できず、正確に網膜灌流状態を把握することは困難である。糖尿病網膜症

(Diabetic retinopathy:DR)において、すべての網膜血管を描出できておらず、我々はそのような

領域が将来的に網膜虚血領域へ進展してゆくとの仮説を立てた。 

 
 
 

２．研究の目的 

本研究の目的は、複数の網膜スキャン間時間(Interscan Time : IT)設定で光干渉断層血管撮影を行

い、従来の撮影では検出できなかった血流の遅い網膜血管構を描出・評価することで、糖尿病網

膜症診療における有用な知見を探索することである。 

 
 
 

３．研究の方法 

眼科外来を受診した患者の中から、糖尿病網膜症を有する症例を応募し、同意説明書に沿って当

研究の主旨を説明した上で、同意を得られた数十例の症 例に対して、異なる網膜スキャン間時

間設定での光干渉断層血管撮影撮影を行った。また撮影で得られた光干渉断層血管撮影画像を

画像解析ソフトを用いて解析し、血流の遅い網膜血管の検出や形態的特徴の解析、その分布や量

を評価を行った。加えて、網膜血管密度値や中心窩無血管野面積の定量を行い、統計ソフトを用

いて糖尿病網膜症の病気によって差や傾向があるかを調べた。 

 
 
 

４．研究成果 

糖尿病網膜症患者を対象に複数の網膜スキャン間時間設定で光干渉断層血管撮影を行いデータ

を蓄積し、統計解析を行った。その結果糖、尿病網膜症眼において、複数のIT設定での撮影に



より血流の遅い網膜毛細血管が描出できること、また網膜毛細血管瘤の検出率向上に寄与する

ことを発見し、英語論文にまとめ海外雑誌にて発表した。 
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